
 

 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名 大垣市・安八郡安八町組合立東安中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１１日（土） ～ 平成２６年１１月７日（金） 

実 施 概 要 

・授業参観，教育講演会  実施日１０月１１日(土) 

・文化祭         実施日１１月 ６日(木) 

・安八・東安連合音楽会  実施日１１月 ７日(金) 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

公開の方法 

 ☑授業公開 ☑成果発表 □交流活動 ☑講演会等 

 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

 保護者 地域関係者 

計 

音楽会  １１６人 

文化祭  ２４０人 

授業参観 １５７人 

講演会   ８４人 

安八・東安連合音楽会 ９３人 ２３人 

文化祭  ２１０人 ３０人 

授業参観 １５７人   

講演会 ８４人 １０人 

実 施 状 況 

◇授業参観・講演会 １０月１１日(土) 

保護者が参観する際の利便性を考慮し，祝日に授業日を設定し，授業参観

と教育講演会を午後に計画・実施した。 

○１３：３５～１４：２５ 授業参観(各教室) 

○１４：３５～１６：００ 講演会(体育館) 

演題「こころ元気に生きる～命は宝～」 

産業カウンセラー，日本メンタルヘルス協会基礎カウンセラー，心理相談

員，認定コーチ等の資格をもっており，「元気を分かち合う」べく，「楽しく，

わかりやすく，ためになる！」をモットーに，９０分が“あっ”という間に

過ぎる元気いっぱいの講演であった。自分本位の生き方ではなく，人に喜び

を与え，充実感が得られる生き方が，こころを健康に，元気にすることだと

改めて実感した。生徒からも喜びの声を聞き，有意義な時間を過ごすことが

出来たと感じた。 

※講師 「こころ元気研究所」所長 鎌田 敏 氏 

◇文化祭 １１月６日(木)13:30～15:30 

今年度から，利便性等を考慮して，中学校体育館へ会場を移して開催と

なった。「合唱作りを通して，仲間とかかわり合いながら一つの目標に向け

て協力することの素晴らしさを体験させること。」や「自分たちで取り組む

ことを通して，自治的な集団を育てること。」をねらいとして，体育祭終了

後１０月上旬から取り組んできた。 

講師に武藤千春先生を招き，学級・学年合唱，全校合唱，そして，恒例の

ＰＴＡ合唱を披露した。合唱する生徒との距離感が近いので，保護者からも

好評を博し，３学期の「伝統を引き継ぐ会」に向けて，新たなスタートとなっ

た。 

◇安八・東安連合小中音楽会 １１月７日(金)13:30～15:00 

  安八町内の小中学校(本校は２年生)が，日頃の学習の成果を発表し合っ

た。小学校の合唱・演奏は，担任教師の指導力が色濃く反映し，想像以上に

素晴らしい演奏と合唱に驚かされた。また，登龍中学校の合唱も素晴らしく，

有意義な時間となった。 

中学校での指導のベースは全て小学校にあり，どんな指導がされている

か，もっと小中学校の交流をして，指導の在り方を検討するべきだと感じた。 



 

 

成果及び課題 

○教育講演会 

・関西弁のイントネーションの話ぶりと，参加型の講演スタイルは，みんなを

ほのぼのと笑顔にしてくれ，心のあり方一つで人生が変わることを考えさせ

られた。 

・講演会の開催にあたり，保護者の参加を求めているが，保護者と生徒に両立

する「テーマ」や「内容」を探すのが難しい。 

○文化祭 

・今年度は，平日の体育館での開催ということで，地域・保護者の参加が心配

されたが，多くの参加に支えられ，アットホームな雰囲気の中，文化委員を

中心に取り組んだ練習の成果を発揮できた。 

・合唱を通して学級づくりへの思い強く主張でき，多くの保護者から生徒の成

長の様子を評価してもらえた。 

○授業参観 

・授業参観は，保護者に生徒の学校での様子を直接伝える機会である。そのた

め，もっと保護者への啓発活動をする必要がある。 

 


